
R4活動報告書

恩納村赤土等流出防止対策地域協議会

蜜源の森づくり始動

問い合わせ：恩納村農林水産課 農政係
℡098－966-1202 担当者：宜志富／桐野



営農対策実施前後の赤土等の確認2

現地・現場における課題等の収集3

県の行事及び広報としてマスコミ取材に全面的に協力4

関係団体との連携による説明会・イベントの開催5

① 降雨時の赤土等流出状況の調査    
② 対策実施前後の写真を保存し効果を確認

③ 赤土対策進捗管理システムにデータ入力

① 地元区長から耕作者情報の聞き取りや対策ほ場の斡旋   

② 視察研修を開催

① RBC「Aランチ」及びCM、つなごう沖縄などの取材

② 緑肥ヒマワリ畑で迷路で遊ぼう！広報活動！

➂ コーディネーター研修会やイベント等に参加

④ 県赤土交流会 共同発表

⑤ 県漁連やSDGｓフォーラムに参加

① リザンシーパークホテル様の新入社員研修で

恩納村「サンゴの村」創り環境体験学習！

② 教育委員会 地域コーディネーターと村内小中学校で

総合学習環境保全講座を行い環境体験学習！   

③ OIST SIMA STEM教育 

④ 村内保育所と文化情報センターとで環境体験学習！

⑤ JA恩納支店・漁協・観光協会等の機関を本協議会の構成員とし

葉がら対策作業 ＆ SDGｓツアー模索協働パートナーシップ

① 大和リース様・EFポリマー社・リュウクス様との取組

② Honey ＆ Coral Project「いち農家 いち養蜂」による

          赤土対策促進&普及啓発活動

➂   持続可能なグリーベルト ベチバーの2次活用

「サンゴの村」創り 持続可能な赤土対策に係る取組6

年間活動報告書1

赤土対策パンフレット ＆ ベチバーの手引き



ベチバー植付の手引き

ベチバーとは？
インド原産のイネ科の多年生植物。草は2〜3mにもなり、複数が

まとまって大きな株を形成するため､ススキによく似ています。
増やす方法は、種ができないので株分けにより増殖します。

グリーンベルトとは？
畑の周辺などに、樹木や草木などの植物を帯状に植えることによ

り、降雨などによる土壌流出を防ぐ対策方法です。

赤土等流出防止対策ベチバーは、下記の特徴から

グリーンベルトとして活用されています。
◎ 穂が出て種子形成されますが､発芽能力がないた

め雑草化の心配がありません。

◎ 地上部は敷き草にも利用できます。

◎ 成長後は、トラクターで踏んでも再生します。

◎ 病害虫も入りにくく栽培が容易です。

ベチバー対策に関するご要望は、恩納村役場農林水産課農政係まで
☎098-966-1202 担当：宜志富 ／ 桐野



ベチバー植付

植付作業は、初回に限り無償で苗と作業員を赤土協議会が支援し
ております。できる限り対象農家さんが参加して協働での植付を推
奨しております。

植付間約20㎝

植付深さ約20㎝以上
なるべく深くが良い！

約20㎝以上

約20㎝

◎道沿いや排水溝沿
いに約20㎝間隔で植
付する！植付深さは
20㎝以上でなるべく
深く植付する。

◎畑の傾斜によって、
傾斜の下側で水が流
れ出る方面にグリー
ンベルトとして設置
する。
◎畑の内側を区分け
するように植付する
とより流出量を削減
させることができる。

流水の方向

植付事例
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ベチバー苗ひと株
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ベチバー管理作業

植付後の管理は、１年間が非常に重要になります。ベチバーは、除草剤に

とても弱く2.4-D以外の除草剤は使用できません。除草剤以外での雑草処理は、
他の雑草に比べて根も強く、成長も早いので、全面草刈り作業を繰り返すこ
とでベチバーが大きくなり、周りの雑草を抑えます。ベチバーが安定するま
で2年間かかりますが、その期間を過ぎると周辺の雑草がなくなり、綺麗なグ
リーンベルトベチバーとなり管理がとても楽になります。その後は、根本ギ
リギリで刈り取りして上の葉の部分は2次活用して、根元からは直ぐ新芽が生

え成長はとても旺盛です。

◎イネ科のさとうきび
やベチバーが枯れない
除草剤。綺麗に生え揃
う約一年間は、丁寧な
管理作業が必要となる。
※周辺に他のイネ科の
雑草がある場合には、
効果が少なく、草刈り
作業が必要になる。

管理事例

植付後管理しないとこのような状態になります。
この状態で２.４-Dを散布するか、全面の草刈り作業を行います。

雑草に埋もれそうなベチバー

１年間きれいに管理すると
このように他の雑草も生えなく
きれいになり良い
グリーンベルトになります。

敷き草にすることで、
雑草抑制対策になります。

垣根のように景観を良くさせることも
可能で、防風林効果も期待できます！！

長く伸びた際は、根を残して刈り込んでください。
刈り取った葉は２次活用に使用できます。
成長が早いのですぐに新芽が成長します。

敷き草にすることで、
雑草抑制対策になります。

刈り込みすぎで
枯れることはありません。

植付後管理しない状態。
このままだと、雑草に負ける！

ベチバーが雑草に埋もれている！

全面草刈り

ベチバーが大きくなると
周りの雑草が生えなくなる！

1年〜２年で安定すると
管理がとても楽になる！

安定する

刈り取った草はベチバー内側に
敷き草として置く。
※ベチバーの上に被らないように注意

周りの雑草よりも強く早く成長
するので、何回か繰り返すと
ベチバーが安定し周りの雑草対策になる



恩納村ではベチバーの商品化に取り組んでおります！
ベチバーのしめ縄から始まり、ベチバー綱やベチバー袋、リースのようなクラフト商品

まで様々な商品化を進めております。今後、畑周辺のベチバーが商品の材料として販売で
きる体制を目指しております。

ベチバーの２次活用

更にベチバー敷き草の利用が広まっております。
ベチバーは種ができない点と土に分解されにくい点で、畑での敷き草に最適となっております。

成長も早く何度刈り取りしても何度も生えてきます。さらに、畑内に敷き草することで赤土流出防
止対策となり、グリーンベルトの効果と合わせると大きな流出削減になります。

ベチバーしめ縄！

サンゴの村 しめ縄！

ベチバーリース！

ベチバー縄袋！

敷き草は赤土等流出防止対策の効果が最も優れています。



営農対策実施前後の赤土等の確認2

大雨時には土地改良区を中心に状況調査

恩納村南部：宇加地地区

畑から沈砂池に
流れ込み

川が赤くなり

海が真っ赤に‼

① 降雨時の赤土等流出状況の調査

恩納村南部：宇加地地区



② 対策実施前後の写真を保存し効果を確認

営農対策実施前後の赤土等の確認2

◎過去6年間の対策実施データを保

存、蓄積している。対策に協力して

頂いた耕作者情報と支援費用の詳細

が一目でわかるように記入。

その情報を赤土対策クラウドシステ

ムにもデータアップロード。

《効果》

対策実施状況の把握と対策後の現場管理に役立つ。

村内実績の情報となるため、対策状況の説明時の

利用価値が高い。

《課題》

システム入力データから削減量を算定する。

昨年までは計算式が複雑で理解に苦しむ点が多

かったが、簡易的計算式が完成し活動成果が分か

りやすくなった。



③ 赤土対策進捗管理システムにデータ入力

営農対策実施前後の赤土等の確認2

《クラウドシステムへの入力》一昨年度よりデータ入力クラウドシ

ステムが導入された。入力方法も改善され効率化が進んだ。更に、削

減量試算が年度ごとに活動成果として分かりやすく出るようになった。

《課題》昨年度の県担当者が、とても分かりやすく簡易的に活動

成果が出る仕組みを構築してくれた。実際にその仕組みを

活用し今年度試算を行いたい。

航空写真に線や塗潰しで
対策内容を記入

グリーンベルトが
黄色い線

さとうきび葉ガラ
マルチング対策

深耕ソイラー対策

対策対象外
ビニールハウス等

村全体を見渡し対策の現状を
把握することができる。

ホームページよりログイン



現地・現場における課題等の収集3
① 地元区長から耕作者情報の聞き取りや対策ほ場の斡旋

《 今までの活動経験より 》

地元区長さんの協力は最大の力！
その地域での赤土対策に対する意識や傾向など

が区長さんを通して伝わる。

《課題》
地域により、農業の形態で対策内容が変わるた

めに、普及しやすい対策でカバーできる地域と

カバーできない地域がある。

★宇加地区長さん★
《 葉がらマルチング対策 》

昨年度より、各区長さんのご協力を頂

いながら地域ごとに葉がら梱包をス

トックして頂き、地域の農家さんが自

ら葉がらマルチングを行える体制を

創った。区長さんの調整が無ければ成

り立たない。

《恩納区》《南恩納区》
《宇加地区》《真栄田区》
《仲泊区》《太田区》
《安富祖区》《喜瀬武原区》
8か所の区で協力を得ることができた。

★安富祖区★

★恩納区★



現地・現場における課題等の収集3

②‐１ 視察研修を開催 ・・・ 南部養蜂場＆蜜源視察

《ハニーコーラルプロジェクト

蜜源花木の森づくり》

赤土対策推進に協力する副業

養蜂農家さんを支援する体制を

創るための

「蜜源花木の森づくり」企画！

蜜源花木の選定は、非常に大切

で重要ポイント。蜜が豊富でも

村内の自然環境に悪影響を及ぼ

す木では本末転倒！できる限り、

在来種で蜜源が豊富で景観が良

くなる蜜源木を探る。ゴールデンシャワー
オオバナサルスベリ

首里新垣養蜂と那覇周辺街路樹

首里での養蜂を見学
恩納村との違いや、街中での
蜜源について知識を高める！！



現地・現場における課題等の収集3
②‐２ 視察研修を開催 ・・・ 「大地のガジマルファーム」

伊江島・国頭視察/小麦栽培と持続可能な観光

伊江島循環型農業

《すべてが今後に繋がる現地視察》

持続可能な農業と観光を繋げることが最大の課題！
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大型コンバイン
農家さんが自ら設置したベチバー

6次産業化が確立している小麦栽培



県の広報としてマスコミ取材に全面的に協力4
① RBC「Aランチ」及びCM、つなごう沖縄などの取材

RBC「Aランチ」護得久栄昇のうちなー漫遊紀‼
ベチバーで作った綱で綱引きイベント

昨年度に恩納村で縄綯い機を発掘！どんな綱引きイベントでも使用できる綱が完成した！
みんなで赤土対策☆ちんだみするよ～！

番組動画 ①



《 恩納村サンゴの村づくり 好循環型環境保全活動 》
恩納村では、赤土対策を基盤とした好循環型環境保全活動を推進している。その流れをつな

ごう沖縄のラジオとTV番組に取り上げて頂いた。
ベチバー対策をする農家さんへのメリットを創出するためにベチバーの商品化を進めており、
農福連携で進めるベチバーの増殖作業と植付作業を更に発展させてベチバー束を商品化！この
ベチバー束を購入する方や企業さんを増やしてベチバーを生産物にする。

番組動画 ②

福祉施設では、利用者の大きな就業機会と収
入に繋がり、生きがいにもなっているようだ。

昔ながらの稲わら縄綯い機でベチバー縄が制作できる。
この縄からしっかりとした綱引き用の綱が出来上がる。



テレビCMで県内の赤土等流出防止対策が放送されること
で赤土対策への周知が図られ、農業環境コーディネーターの
活動も認知され、活動の大きな後押しになっている。

《 恩納村サンゴの村づくり好循環型環境保全活動

を県の広報活動として大きく取り上げて頂いた！ 》
恩納村では、赤土対策グリーンベルトベチバーを活用した好循環型環境保全活動を推進して

いる。その流れを県が行う広報ＣＭ番組と公式YouTube番組に取り上げて頂いた。

テレビCMで放送されたり、YouTube動画で流れることで

ベチバー2次活用にご協力いただいている農家さんのモチ

ベーションアップに大きく繋がる。



畑での現場協力から、広報活動まで全面的にご協力いただいている農家さん！
ありがとうございます。

村内の様々な方からのご協力を頂くことで誰も考えもしなかったベチバー2次活用の実現化が
進んでいる。皆さんのご協力、アイデアがもう少しで実現する。

番組動画 ➂

福祉施設では、利用者の大きな就業機会と収

入に繋がり、生きがいにもなっているようだ。



次から次へと新しいアイデアが出る、みなさん楽しそうで笑顔いっぱい

福祉施設では、利用者の大きな就業機会と収

入に繋がり、生きがいにもなっているようだ。

恩納村名嘉真地区から発見された
縄綯い機械、戦後間もない時期に
活躍した機械が時を経て大活躍！
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このベチバー2次活用商品は、「エシカル商品」となる。このベチバー商品を「エシカル消
費」に繋げたい！個人消費者の方も、企業さんもこの商品を利用して頂くことで、赤土対策に
負担がかかる農家さんの負担軽減に繋がる。この商品を利用すればするほど、赤土対策が推進
される。是非、ベチバー商品の販売協力をお願いしたい。

しめ縄から始まったベチバークラフト。
いつの間にか数十個の商品が誕生した。

今後の可能性は、無限大だ！！



昨年度、オリオンビール株式会社より寄贈いただいた緑肥の種を蒔きました。
恩納村の農家さん、Honey＆Coral Projectメンバー、各地農業環境コーディネーター
県担当職員、村役場職員、JA恩納支店様など多くの方々にご参加いただきました。

令和3年5月中旬よりオリオンビール株式会社から「赤土流出防止デザイン缶」
が数量限定で発売され、その売り上げの一部を赤土対策資材の「緑肥用ひまわり」として、
寄付いただくことになりました。
当日は、オリオンビール株式会社の方々もご参加いただきました。

《恩納村地域農業振興推進連絡協議会》

恩納村には、JA恩納支店が事務局を務める農振

協という団体があり、200名近い農家さんが加盟

している。新型コロナウィルス感染症が無い頃は、

赤土対策の広報活動や交流会を通して様々な繋が

りあったが、2年ほど全くの交流がなくなってい

た。今回のオリオンビール様からの緑肥のご提供

のおかげで3年ぶりのイベント開催となった。

2500坪ほどの大きな畑で緑肥ひまわりの種ま

き！「笑顔で赤土対策」を目標にしている恩納村

では、スマイルマークを浮かび上がらせるように

畑にデザイン描き、そのデザインに沿ってみんな

で種まき！！

② 昨年度 県主催で開催したイベントの有効利用
〇 緑肥ヒマワリ畑迷路で遊ぼう！広報活動！



大きな企業さんとのコラボレーションは、地域の方々や農家さんへの赤土対策

の盛り上がりや注目度を大きくアピールすることに繋がる。実際に作業に参加し

た方々も、注目度を実感するとともに楽しい赤土対策を体験。

この畑は、いままでの緑肥ひまわり畑として一番きれいに咲いた畑となった。

デザイン案を説明するのが非常に大変！
ご提供いただいた種を大切に平均的に
播くのはひと仕事！！

デザイン案！丸がスマイル！

デザイン案に沿って作業することでコミュニケーションが増える。
更に、作業後も開花時期までなんとなく気になる畑に！！

綺麗に咲きすぎ！！
迷路作って遊びたい！

参加者約50名！

県の担当者も積極的に参加！！
一緒に作業して楽しかった！



前年度にオリオンビール様とのコラボレーションで、綺麗な緑肥ヒマワリ畑が完

成！赤土対策と景観と蜜源が完成したが・・・、まだもったいない！！更に、巨

大ヒマワリ畑迷路を作成し、村内の子供たちが大勢参加の巨大迷路イベント！！

楽しい赤土対策のイメージチェンジとして、資源を最大限利用した広報活動！

デザイン案！丸がスマイル！

参加者約50名！

夕日も映える畑！

笑顔が広がる赤土対策！！
各農家さんがいろいろなアイデアで！！

迷子になっても
笑顔でＰＥＡＣＥ！



この畑は、3年ほど緑肥播種を続けている。初めのころは緑肥の花もまばらで

花も小さかった！4年目となる令和３年度は、肥料を追肥したわけでもなく綺麗

なヒマワリが大きく育った。これは、3年間の緑肥効果の表れであることを実感

した。緑肥の継続が大きな土づくりとなる！！

ミツバチが飛び交う中で、少し怖いし、広すぎて迷子に！！！

迷路で遊べて楽しかったけど、もう疲れた！！







県の事業及び広報としてマスコミ取材に全面的に協力4
➂-1 コーディネーター研修会やイベント参加

ベチバー2次活用の作品が増えてインパクト絶大！多くの方からお声掛けがあった。

エコライフ & ネイチャーフェア２０２３
ベチバー2次活用の周知とVR視聴体験を実施！

雨の降る「こどもの国」で開催！

VR視聴はこども～大人まで
大人気！多くの方にアピール！



県の事業及び広報としてマスコミ取材に全面的に協力4
➂-2 コーディネーター研修会やイベント参加

これから農業の世界に羽ばたく方々への赤土対策は必須。継続科目にするべき！

こんなにいろいろ
作れることにビックリする！

「花と食のフェスティバル展示出展！

農業大学校で赤土等流出防止対策講座開催

若者から年配者まで様々な方
が勉強されている。
こちらも、ど緊張する！！

VR視聴はこども～大人まで大人気！足を止める効果絶大！

農業関係の高校や一般大学でも
やるべきでしょう！！

VR視聴で皆さんが足を止め、体験す

ることで展示場を見てくれる。そこ

には、いままで見たことのないベチ

バークラフトが展示されていて、お

話を聞いてくれる。効果ありです！



県の事業及び広報としてマスコミ取材に全面的に協力4
➂-3 コーディネーター研修会やイベント参加

那覇の中心で赤土流出問題を理解している人は非常に少ない。話題性が必要！

ベチバー束だけでも
売れてビックリ！

しめ縄とクリスマスリースを手作り！
通りがかりのお客様も参加！

OKINAWA SDGｓ プロジェクト クラフト作成体験

琉球新報本社前で
ベチバークラフト販売！！
恩納村の特産品も販売！

恩納村の農家さんがクラフト講師を努める！

恩納村の特産品も
すべて完売！！



④ 県主催の赤土交流会  取組共同発表

2年連続の発表！

県の事業及び広報としてマスコミ取材に全面的に協力4

共同発表！

県内の赤土対策関係者が多く参加する中で！

赤
土
対
策
か
ら
生
れ
る
農
産
物
！



バイオマス燃焼灰「大地のガジマルファーム」を利用した土壌改良
～ 県 内 の陸 域 SDGｓ 達 成 に 向 け て ～

恩納村赤土等流出防止対策地域協議会 桐野 龍

TEL 966-1202 Mail：onnakirino@gmail.com

TEL 939-1181

株式会社 リュウクス 南出 拓人

Mail：minamide@ryux.co.jp

１．はじめに
  沖縄県における激しい降雨は、著しい土の浸食にも繋がり、農地などから赤土が流出してサンゴ礁の海を

濁らせてしまうなどの環境問題を引き起こしている。沖縄県では 1994 年に「沖縄県赤土等流出防止条

例」が制定されて以降赤土等の年間流出量は減少しているが、農地からの流出の抑制は限定的であり 

2016 年には流出量全体の約 83%を農地が占めている。赤土の流出を抑制するためには、微生物や高

分子系材料による赤土の団粒構造形成に基づく耐侵食性の発現の研究 1) 2)がなされてきたが、農家等

が自ら耕土流出対策を行う「地域主導による流出源対策」が最も安価かつ効果的といわれている。当協

議会では、PKS 系無機複合材的吸水性材料として火力発電所の副産物であるバイオマス燃焼灰の中

でも最も利用の進んでいるパーム椰子殻（PKS）の燃焼灰を有効活用したカーボンニュートラルな吸水材

料を用いることで、農地用土壌改良材として農作物の育成にも効果のある赤土防止対策を検討した。

2.試験を行った背景と説明

沖縄の赤土侵食の問題は深刻であり、恩納村においては「サンゴの村宣言」を行いサンゴを守る活動を

通して村全体の環境保全活動を行うことで持続可能な観光立村を目指している。畑からの 赤土等流出

防止対策を始め6年目に入り、地域の農家さんや企業を結びつけることによる持続可 能な赤土対策の模

索は必須である。対策活動のなかである農家さんに「小麦栽培をスタートさせるので、赤土対策（グリーベ

ルト・ベチバー）を設置したい」との依頼を受け支援作業を行った。雑談の中で小麦栽培にはアルカリ性土

壌が適しており、対策を行った畑は弱酸性で酸度矯正をしたい、という話があった。ちょうどそのころ株式会

社リュウクス様より「大地のガジマルファーム」資材のご紹介があり、その「大地のガジマルファーム」はほ場に散

布して撹拌することで土壌改良による造粒・団粒化促進で赤土等流出防止対策ができることと、土壌をア

ルカリ性に酸度矯正する特徴があるとのこ とであった。その2者の目的が営農支援型赤土対策の模索とし

てタイミングが良く、試験的なほ場の 確保となった。県内の小麦、大麦生産は近年、県内産商品化として

注目を浴びている。赤土流出を防止できる土壌改良と商品化多様性の高い小麦生産がマッチすれば、地

域農家さんと地域企業との連携が生まれ持続的な活動を生み出せる可能性が高い。

更に、この「大地のガジマルファーム」利用の小麦生産には大きな赤土流出対策に繋げることのできる

可能性を秘めている。それは、小麦生産の作付け時期と関係する。畑の耕作面積（裸地の状態が多く

なる）は流出量と比例する関係があるのだが、沖縄での小麦栽培は、種まきを11〜12月に 、収穫は

翌年３〜４月に行い耕作面積が広い。麦の収穫後畑では、別の作物などを栽培することが可能で、収

穫後の麦わらなどを土に漉（す）き込めば肥料にもなる。裸地を作る耕耘作業は、種まき前の10月と

収穫後の5月で収穫後に緑肥を蒔くことで裸地状態を減らすことができるし毎年、 同じ作付け条件で作

業が行われる。県内では梅雨時期と台風時に流出量が増加するのだが、その時期の裸地を防ぐことので

きる作付けができる。この効果による赤土流出削減効果は大きな成果に繋がる。

mailto:onnakirino@gmail.com
mailto:minamide@ryux.co.jp


３.赤土の性質

沖縄県において一般的に赤土と呼ばれるのは「国頭マージ」であり、 

県の面積の約 55%に分布する.約 7 割を直径 20μm 以下のシルト分が占 

め 直径 2μm 以下の粘土分も約 8%含む(表-1).粒子が微細であるととも 

に粘着力が弱いため容易に水中に舞い上がり水を濁らせ流出する。

赤土が河川に流れ込むと沖縄の河川は急峻であるためほとんど沈降せ 

ずに流下して海に流入し拡散する。やがて海底へ沈み堆積した赤土も潮 

の干満や波浪によって巻き上げられ,再び海を濁らせる。

多くはpH5.0～6.5 程度の酸性を呈する。

４ . PKS 灰の物理特性

PKS 灰は、パーム椰子からパーム油を搾取した後 

に廃棄物となるパーム椰子殻(PK S )を燃料とする

バイオマス火力発電所から発生する飛灰(フライア

ッシュ)を集塵機で捕集したものでありPKS由来成分

が主である。その他、循環流動層ボイラ等の流

動媒体として硅砂を使用する場合は硅砂由来の SiO 

2等の成分を含む。今回使用したPKS灰は沖縄県内の

循環流動層ボイラを用いたバイオマス火力発電所

より産出されたものである。表-2に組成,表-3 に物

理特 性を示す。

なお、表-3、 表-4 にある吸水比とは,参考文献 4) に示される吸水材における吸水性能を表す指標で

あり同文献にあるシリンダー法を用いた吸水試験結果である。

５.土壌改良材の原理と物理特性

表-1 赤土(国頭マージ)の 

粒度分布 3)

直径(μm) 重量比率

200＜d≦2000 5.09%

20＜d≦ 200 25.2%

2＜d≦ 20 60.3%

1＜d≦ 2 6.39%

0.45＜d≦ 1 1.98%

d≦0.45 0.38%

表-3 P K S 灰の物理特性

土粒子の密度 2.42g/cm3

塑性限界 NP 

塑性指数 NP 

最大密度 0.95g/cm3

最小密度 0.68g/cm3

平均粒度 52.6μm

細粒分含有率 81%

pH 11.6

吸水比 84.4%

表-2 PKS 灰の組成

(酸化物換算)

SiO2 50%

CaO 29%
K2O 4.4%
SO3 4.3%
P2O5 1.8%

MgO 2.6%
Fe2O3 1.8%
Al2O3 3.6%

今回開発した土壌改良材は無機系吸水材の特徴であるほぐし養生効果4) 

を生かして農作地の赤土に含まれる細粒分を団粒化・固化することで水に溶 

けにくい状態へと改質する原理となっている。まず主材となるP K S灰に高い 

吸水性を持つペーパースラッジ灰(PS灰)を添加することで改質土の団粒化 

構造を促進した. PS灰にはアルミネート相が含まれており,石膏を追添加す 

ることで最適配合のエトリンガイトを生成させた.この化学的固化性能に 

よって団粒化した構造は溶出しにくい構造へと変化する。表-4に本材料の物 

理特性を示す。

６.土壌改良材の効果

沖縄県国頭郡にて採取した湿潤状態の赤土(国頭マージ)に開発した土壌改良材 

を重量比 5%の割合で混合し、3日間養生した試料土の組成を表-5に示す。改良後の

表-4 本材料の物理特性

土粒子の密度 2.32g/cm3

塑性限界 NP 

塑性指数 NP 

最大密度 0.86g/cm3

最小密度 0.58g/cm3

平均粒度 54.2μm

細粒分含有率 80%

pH 11.3

吸水比 141.7%

表-5 試料土の組成

SiO2 62%
Al2O3 20%
Fe2O3 11%
K2O 3.4%

CaO 1.8%
TiO2 1.0%

赤土は微細分を団粒化している(写真1)。改良前後の赤土の上から水を注いだ結果、 

改良前の赤土に注いだ水は激しく汚濁したが、 改良後の赤土ではほとんど濁らな 

い結果となった(写真2)。濁度試験の結果を図-1に示す。養生期間や降雨等の外力 

要因の影響については引き続き検討を進めている。

キーワード バイオマス燃焼灰, PKS, 廃棄物, 赤土流出対策, 団粒化, 土壌改良材



写真 2 改良前後の赤土に

水を注いだ直後

写真 1 改良前(上) と改良後(下)の赤土

７.今後の課題と展開

農業において土壌の性質は農作物の生育に大きな影響を与える。本材料は強いアルカリ性であり土壌 

の pHを変化させ、またカリウム, リン,マグネシウム等を含むため植物の生育に影響を及ぼす。現在、 

菊・大麦・小麦・田芋の実際の農地で混合を実施し、作物の生育に

問題がないことを確認中である。(写真-3)

本材料はバイオマス燃焼灰を活用しており、安価に提供できる。 

無機系吸水材の特徴から、農業の作土に適していると言われる保水 

性のある団粒化した土づくりに活用できると考えられ、農家の自主 

的な赤土流出対策につなげることができると考える。

写真３ 農作物（大麦）への適用例
(参考文献)

1) 小山内信智ら：菌類等を利用した侵食対策手法に関する研究, 平成16 年度砂防学会研究発表会, P067, pp.376-377, 2004.

2) 真鍋 誠司：土壌の団粒化による赤土流亡防止技術とその利用, 平成 27 年度赤土等流出防止交流集会, 2015

3)座間味佳孝ら：沖縄県内主要土壌の粒度分布および流出濁水における懸濁物質の粒度分布, 沖縄県衛生環境研究報 第 48 号,  p.63-66, 2014

4)公益社団法人地盤工学会関東支部 無機系吸水性材料を用いた土の改質技術の利活用に関する研究委員会：無機系吸水性材料 

を用いた土の改質技術に関する手引き（暫定版－PS 灰系改質材編－）,2021 年

図-1 濁度試験結果

2021年12月2日 「大地のガジマル®ファーム」恩納村安富祖大麦・小麦実地試験

株式会社リュウクスより、赤土改良材「大地のガジマル®ファーム」1,350kg を無償提供。

(1%: pH6.5区)

面積:

土壌重量:

改良材重量:

4m x 21m = 84m2 

1.8 x 25m3 = 45Mt

45Mt x 1% = 450kg

(2%: pH7.0区)

面積:

土壌重量:

4m x 21m = 84m2 

1.8 x 25m3 = 45Mt

改良材重量: 45Mt x 2% = 900kg



「大地のガジマル®ファーム」 環境教育パートナーシップ企画

※ 上記の結果を踏まえ来年度の試験内容を検討する。更に、この対策内容を環境教育に

繋げる予定を立てており、今後も株式会社リュウクス様とのパートナーシップを模索する。

《県内企業と循環型環境問題解決に向けてパートナーシップ環境学習》

恩納村では、保育所から中学生まで総合学習として環境保全体験型学習が進んでいる。サンゴの村紙芝
居やサンナちゃんのアニメーション作成なども行うことで、ESD教育（ＥＳＤとは，「持続可能な開発のための教育」

（Ｅducation for Ｓustainable Ｄevelopment）の略称です。 持続可能な開発とは，将来の世代のニーズを満たす能力を

損なうことなく，現在の世代のニーズを満たすような社会づくりのことを意味しています。）を進めることでSDGｓ達成を目指す。
現在農業に携わる方々は、赤土流出対策を設置する農業を学んできていない。その方々に赤土流出対

策をお願いすることは負担にしかならない。子供のころから赤土流出対策を含めた農業を学ぶことで持続
的な赤土流出対策に繋がる。

「大地のガジマル®ファーム」恩納村安富祖 大麦・小麦 実施試験結果

「大地のガジマル®ファーム」

紙芝居作成 全11ページ



恩納村での「大地のガジマルファーム」を利用した持続的営農支援対策案

小麦

《赤土流出抑制作物》
畑からの赤土等流出の特徴として5月～6月は梅雨による流出、夏季の台風による流出量

が基本的に多い。この時期の裸地率が流出量に関係すために、この時期の耕耘作業がない作

付け作物を栽培することで大量の流出防止対策になる。栽培作物の選定には経済的利益を優

先するべきで利益の可能性を見出さなくてならない。そこで、沖縄県ではサトウキビ栽培以前にも

栽培されていたとされる小麦が注目を浴びている。県内企業で県産小麦使用の商品は多数開

発されており、企業と地域が連携し地産地消に繋がり経済的利益創出の可能性は大きくある。

更に、上記の表のように小麦の作付け計画は雨期の裸地率が非常に低い。さらに裏作として毎

年同じように緑肥カバークロップが可能で恩納村で行う「Honey＆Coral Project」の安定的

な蜜源の確保にもつながる。

《 持続的循環型赤土対策農業の創造 》
恩納村のSDGｓ達成にむけた赤土等流出防止対策として「大地のガジマルファーム」を活用する

狙いは「サンゴの保全」である。サンゴ保全の重大な課題は、地球温暖化によるサンゴの白化現象に

始まり、畑からの赤土流出対策がある。温暖化による海水温の上昇を防ぐには、脱炭素社会を目

指すカーボンニュートラルが必須であり、赤土等流出対策には、流れにくいほ場環境と流れにくい農

産物の計画、作付けを行うことが必要になる。その二つの課 題が結び付き相乗効果を得る可能性

がある資材が今回紹介する「大地のガジマルファーム」 である。大地のガジマルファームはバイオマス

燃料発電の副産物であるバイオマス燃焼灰を活用し、赤土ほ場に混ぜることで耕土の団粒化を促

進しPH調整の機能も果たし、その特徴に 合う作物「小麦・大麦」を栽培することで持続的循環型

赤土対策農業の創造に繋がる。

環境保全活動企業副産物 温暖化抑制活動
耕土改良剤

サンゴ保全活動支援

赤土対策

企業商品開発

赤土等流出削減栽培 雨 期

耕耘 
播種作業

小麦・大麦 
成長期

収穫 蜜 源
耕耘作業 緑肥カバークロップ対策

Honey＆Coral 蜜 源
緑肥カバークロップ対策

小麦・大麦栽培

農家赤土対策 
農業生産

白化現象抑制活動

サンゴの村
サンゴ保全活動



《 大地のガジマルファーム分析結果 》



《 大地のガジマルファーム堆肥分析結果 》

ガジマルファーム発酵豚糞堆肥



ガジマルファーム発酵牛糞堆肥

《 大地のガジマルファーム堆肥分析結果 》



《 大地のガジマルファーム堆肥分析結果 》



⑤ 沖縄県漁連青壮年部連絡協議会及びSDGｓ科学技術研究フォーラム

人数の多さに緊張！

県の事業及び広報としてマスコミ取材に全面的に協力4

漁協青年部と共同発表！

様
々
な
専
門
家
か
ら

生
徒
さ
ん
が
発
表
！
刺
激
を
受
け
る
！

県内の赤土対策SDGｓ勉強会に参加！



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
① リザンシーパークホテル様の新入社員研修で

恩納村「サンゴの村」創り環境体験学習！        

観光関連企業さま、新入社員研修にいかがでしょうか！！

持続可能な観光業が開発されなければ将来の仕事は⁉



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
② 教育委員会 地域コーディネーターと村内小中学校で

総合学習環境保全講座を行い環境体験学習！        

9月14日

21日

10月19日

11月  9日

10日

12日

16日

17日

12月12日

14日

20日

24日

仲泊小５  河川とダム観察

仲泊小５  海の環境学習（恩納村漁協）

仲泊小５  沈砂池クリーンアップ&生き物観察

山田小５  緑肥撒き・ベチバー収穫体験

うんな中学校  赤土対策講座

山田小５  ベチバークリスマスリース作り

仲泊小５  ベチバークリスマスリース作り

&蜜ろうキャンドル作り

うんな中学校  緑肥・沈砂池クリーン・ベチバー収穫

山田小5.6 ベチバー収穫体験

山田小5.6 ベチバークリスマスリース作り

恩納小5.6 ベチバークリスマスリース作り

うんな中学校  ベチバークラフト作成

OIST学生と博物館の方々ありがとう！！

やっと定着して参りました！！



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
②－１ 仲泊小学校5年生総合学習「環境学習」          

Honey＆Coral Project＋OIST学生チームが教育委員会の年間を通した総合学習に協力。
初めてとなるため試行錯誤しながら、コロナ感染拡大に厳重に注意し年間スケジュールを達成！！

ベチバーの収穫？なにするの！！

OIST学生達も日本の鎌を初めて使った！日本の文化に触れる！



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
②－１ 仲泊小学校5年生総合学習「環境学習」          

赤土講座で沈砂池について学び、クリーンアップの意味を知る！！
実際に掘ってみるといろいろ生物もいるし、赤くないし臭い！！

外来種駆除！沈砂池に住み着く魚釣り！

大変な作業の後は、少しだけ楽しい時間を演出！



博物館の方が資料を作成してくれました。

この資料を持ちながら沈砂池周辺を探索しながら説明を受ける。



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
②－１ 仲泊小学校5年生総合学習「環境学習」          

学習とともにたくさんの思い出ができた！！

Honey & Coral Project蜜ろうクリスマスキャンドル！！

1年間を通して充実した環境学習を達成
小学生たちがOIST学生にサインを求める姿も！！みんなが笑顔いっぱい(笑)！



《②－１ 仲泊小学校5年生総合学習「環境学習」》        



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
②－2 山田小学校５・６年生「環境学習」           

赤土講座 → ベチバー収穫 → ベチバー2次活用 持続可能な赤土対策！！

ベチバーの収穫？なにするの！！

子供たちのアイデアや好奇心が恩納村の環境を守っていく！



予定にはなかったHoney & Coral Projectの視察！！
メンバーの仲本さんのご協力で実現。蜂蜜の味見もできて最高！恩村村の自然が美味しい！

ベチバーの収穫？なにするの！！

興味を抱いてくださる先生方が増えてきて嬉しい！

②－2 山田小学校５・６年生「環境学習」         



《②－2 山田小学校５・６年生「環境学習」》         

10:00 谷さん・金城さん



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
②-２特別編 赤土流出防止対策学習チームの成果！ 

山田小学校5年生環境学習！

２年連続の寄付です。緑肥の種を頂きました！

Honey & Coral Projectメンバーの協力で頂いた種を利用して
たくさんの方々に笑顔いっぱいで赤土学習！

ベチバー２次活用を学んだ子供たちがベチバーリースを作って販売！
売り上げから今後の対策に使う緑肥の種を寄付してくれた！！

さっそく山田区の体験学習で利用しました！



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
②－3 恩納小学校「環境学習」           

ベチバーの収穫？なにするの！！

クリスマスリースの後は、しめ縄に模様替えして利用も可能！

赤土講座 → ベチバー2次活用 持続可能な赤土対策！！



《 ②－3 恩納小学校「環境学習」 》         



1年A組 学校前の畑！

1年B・C組 学校裏の畑！

屋嘉田潟原（赤土対策重要監視区域）の目の前にある「うんな中学校」
海産物の被害を守るためにも最も重要な場所。生徒に伝えたい！！

うんな中学校1年生 総合学習「環境学習」

琉球大学学生も卒業論文テーマとして作業に参加！

関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
②－４             

赤土協議会と教育委員会が年間を通した総合学習に協力。
うんな中学校設立時から３回目を感染症対策に厳重に注意し年間スケジュールを達成！！

効率の良い種の撒き方をクラスごとに考える！正解はない！



緑肥カバークロップ播種作業！？
ベチバーの収穫？？なんのために？

こんなに近くでミツバチ見れた！！

農林水産課の方々にもご協力頂いた！

まさか、まさかの沈砂池クリーンアップ！
泥上げ作業を、みんなで体験学習！！

種まきには牛乳パックをリサイクル！
環境学習はアイディア次第。



村内からクラフト講師が集結!ありがとうございます。

1年間を通した体験学習を生徒たちが最後にまとめを報告！

ベチバーの2次活用が持続可能な赤土対策
「サンゴの村」創りを体験！！

来年は販売したい！



《 ②－4 うんな中学校「陸域の環境保全」 》         



どんなサイエンスやりたいですか！？
主役はあなた達！！

OISTと共同で始まった！テーマはHoney & Coral Project☆

②－特別編 令和４年度 うんな中学校サイエンスクラブ始動！

自分たちの養蜂箱は自分たちで作るぞ✌



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
③－1 OIST SHIMA PROJECT２年連続となる

恩納村「サンゴの村」創り環境体験学習！        

専門的なサンゴ保全に関する講義を受けた後の赤土講座
になっており海と陸を繋げ合わせた活動内容！！

Honey coral project & グリーンベルトベチバー！！



フィールドに出る前に！VR体験で盛り上がる！

《県内各所からの高校生》
OISTの公募ワークショップに選抜された

高校生達とあって、赤土協議会の講座に興
味を持ってくれるのか不安であった。世間
的にSDGｓ目標達成に向けた流れが大きい
ためか真剣に講座を受けてくれた。
ハイレベルな子供たちに環境保全の大切さ

を実感、体験してもらうことがSDGｓ目標
達成の鍵になるに違いない！

私たちが
大雨降らせます！！

↑ ↑
対策有無の違い！！

この眼差しに応えらるか！

座学→模型体験→フィールドワーク
コロナの影響でハワイへの研修が

なくなったらしい ⤵みんな少し元気ない⁉

《 今回で2回目の開催！ 》
OISTとの共同プロジェクトが定

着しつつある。今回のこのプロ
ジェクト終了後に参加生徒さんか
ら直接恩納村に連絡があり、生徒
さん達だけで声を掛け合って集ま
り恩納村の赤土対策講習&体験学
習の依頼が来た！
学生主体で依頼があったのは初め
てで、こちらがうれしい体験を頂
くことに繋がった！



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5

Honey & coral project & グリーンベルトベチバー！！

③－特別編 SHIMA PROJECT参加者の球陽高校が生徒だけで

集まり、恩納村「サンゴの村」創り環境体験学習！        

1時間30分もの赤土講習を聞き！！
フィールドワークも1時間！ずっと、興味津々でした！

嬉しかった！

ありがとう✌



安富祖保育所！
昨年度から保育所でHoney＆Coral Projectスタート✌

《幼少期から赤土対策を耳にする》

畑で種まきをした！緑肥のジャングルで迷路をした！蜂が保育所にいて、

おいしいハチミツをなめた！蜜蜂に刺された！！などなど・・

こんな印象や体験は忘れない！

そんな体験が恩納村の赤土対策活動であったと・・！

脳裏に焼き付いてくれれば将来思い出すはず！！

《文化情報センターの方々から》

サンゴの村の紙芝居の読み聞かせ 
山田保育所でベチバー植え付け体験✌

様々なご協力、職員の方々に感謝✌
ここ４年間ほど定番に！
綺麗にに咲いた！

保育所職員が養蜂家に！子供たちに対する思いが凄い！

関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
④ 村内保育所と文化情報センターとで環境体験学習！
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《幼少期から赤土対策のイメージチェンジ》
畑に出向いて、実際に赤土に触れて、種を
もって自分でまいて、何のためにまいたのか
を、先生に絵本で教えてもらって、そのまい
た種から咲いた花からのはちみつを味見して、
そのおいしいはちみつを取ってきたミツバチ
たちを目の前でみて、楽しいことだらけの
赤土対策のお勉強！赤土対策って面白い‼

《文化情報センターのお姉さんから絵本の学習》
恒例になりつつある保育所での赤土対策イメチェン企画！

サンゴの絵本とミツバチの絵本の読み聞かせ。

《安富祖保育所職員さんが凄い》

昨年度から安富祖保育所で養蜂を
行ってみたいとの相談を受けた。蜂＝危険
危険＝責任問題 という流れが子供たちに
いろいろな体験をさせたい気持ちにブレー
キをかけてしまいがちな現代。その中での
お声掛けに感銘を受けた！！全面的に応援
していきたい。是非、ミツバチを利用して
環境学習体験を広めてください！！

恩納村のサンゴの畑わかるひと！

はーーーい！

はじめて持ったヒマワリの種！
こぼさないように・・・

保育所で採れたハチミツしぼります！

先生～もっとたくさんはちみつとってね！！

保育所職員が養蜂技術勉強！直接の体験を子供たちに伝えることができる。



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
⑤－１ JA恩納支店・漁協・マリンレジャー協会等の機関を本協議会の

構成員とし葉がらマルチング対策作業 協働パートナーシップ

恩納村マリンレジャー協会と委託業務！！
コロナ影響が収まり、観光客が増え空き時間が少ないために今年の連携は少人数という結果となった。
コロナが終息してもシーズンオフには、観光客は減少する傾向になるため、人材が増えればショップの空き時間と
敷き草対策時期が重なるため最強のパートナーシップになる可能性が高い。来年に向けても広げていきたい。

前年同様の対策面積を作業！
今年度は164a／4,950坪の広さの対策を行った。

葉がら梱包（トラッシュ）の使用数は912個に及

んだ！ご参加いただいたダイビング関係者はほぼ、

昨年の参加であった。大変な作業にも関わらず、笑

顔で作業してくださり「楽しく赤土対策」を掲げる

恩納村赤土協議会の意図を理解していただきみんな

でみんなの海を守るために汗をいっぱい流した。

敷き草効果！！

対策あり 対策なし

漁協青年部とのパートナーシップから始まった

恩納村マリンレジャー協会とのパートナーシップ
（旧ダイビング協会）

体力がある方々で精力的！！
最強のパートナーシップ！

今年は地域の方が大奮闘！！
地域パートナーシップ！



トラッシュ・マルチングの効果！！

《 恩納村独自の対策として始まった 》
3年前より、県の対策項目として追加され対策範囲拡大！

営農支援の効果が出ており、農家さんからの要望が年々増加している。3年目
となり、はじめて混入雑草についての苦情が出た。取り扱いの説明不足からであ
る。「葉がらマルチングの手引き」を作成して作業後の雑草処理についてはしっ
かりとした説明を重ねてから対策を行うことを徹底していきたい。各区に配る農
家さんへの無料配布体制も4か所増え定着しつつある。

・・・・・ （700坪の観葉畑）

１

保湿効果！

循環型！
環境保全型！

持続型！



関係団体との連携による説明会・イベントの開催5
⑤－２ 漁協・観光協会等の機関を本協議会の構成員とし

 SDGｓツアー実施協働パートナーシップ

昨年度から計画されていたツアーが実施された

受け入れ農家さん説明会！！
Honey&coralprojectメンバーが受け入れを担う。

初めてのプログラムに戸惑いもあるが、始めて見なくては何もわからない！

恩納村観光協会



ベチバー植え付け体験

Honey & coral project

沈砂池クリーンアップ！！
沖縄に修学旅行に来て
どろんこ作業！？







既に対策を講じて6年を迎え、恩納
村の海に赤土流出が減少し、サンゴ
も回復し「モズク」を始めとした漁
業の収穫高も順調に伸びている。



《 Honey & Coral メンバー5名が参加 》
 恩納村観光協会主動のもと、昨年度から計画してきたツアー実施
が実現した。村内の様々な関係者がパートナーシップで繋がり、協
力し合うことで実現した恩納村オリジナルのSDGｓツアーである。
とても価値が高く、大成功と言ってよい！！
もちろん課題も見つかり、来シーズンに向けて継続させるためにより
一層の協力を行います。

他県の子供たちとお話しすると地元の良さを再認識！



《サンゴの村》創りツアー 県内初企業様

大和リース株式会社沖縄支店様より、恩納村の赤土対策活動を耳

にして「何かお手伝いが出来ないか？」ということで、「サンゴの

村」創りツアーをご提案して、直ぐにご賛同いただいた。
令和4年度に4回もの活動にご参加頂いた！！

1回目 8月20日 サンゴの苗作り&恩納村の赤土対策

2回目 11月19日 恩納村サンゴの村創り赤土対策

3回目 1月29日 恩納村産業まつり蜜源花木の森づくり

4回目 3月5日 サンゴの日GREENCLEANと

蜜源花木の森づくり

「サンゴの村」創り持続可能な赤土対策に係る取組6

①‐１ 大和リース株式会社 沖縄支店
サンゴの村創りへの協力ツアー        
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